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はじめに

　「読み書き」はできるが、「算数はとても苦手」という子がいます。

　教科書やプリントに問題がたくさんあるのを見ただけで学習意欲を減退させ

ます。算数の勉強をする以前の問題です。そして、重症の「算数できない子」

になってしまいます。それは仕方ないことなのでしょうか？

　いや、何か手段があるはずです。それでは、克服させるにはどうしたらよい

でしょう。

　まず、「できる自分」に出会うことです。やさしい問題を少しやり、「問題が

できた」ことを指導者と一緒に確認するのです。

　「〇年生だからこれはできないとだめ」という思いがあったら、すぐ捨てて

ください。

　次は、「続ける」ことです。少しでいい。何度も「できる自分」に出会い続

ければ、いつの間にか「できる自分」に気付きます。子供自身が「できる自

分」に気付かなければなりません。

　指導者が「こんなやさしい問題はできて当たり前」と思っていたら、子供は

「できる自分」に気付きません。

　このプリントを少しずつでいい、励ましながら「やり切る」ようにさせてく

ださい。途中で投げ出すことなくこのプリント１冊をやり切ったとき、「算数

が苦手でない自分」にきっと気付いていることでしょう。

先生方へ

　このプリントは「算数が苦手で支援が必要な」子のために作りました。

そのために、基礎は押さえながらも、思いっきりやさしくしています。

　集中力が持続しにくい子でもできるように、問題数を少なくして、書く

スペースもゆったり取っています。

　学校の学年・進度とは関係なくお使いください。

【本書全巻の特長】

• この巻では５年生のほぼ全単元を扱っていますが、「５年生」用とは書

いていません。

　 「下の学年の内容をやっているのは恥」、という誤った思いを抱かせない

ためです。

•問題数は少なくしてあります。

•書くスペースを多く取っています。

•単元の初めのページに、わかりやすい説明・工夫をしています。

•問題は、それぞれ型分けして出題しています。

• うすい文字でやり方や解答例を示しています。まずはそれらをなぞらせ

てください。

《この巻の特長》

• 異分母分数の加減ができるように、倍数→最小公倍数→通分→異分母分

数の加減という一連の学習を展開しています。つながりを理解するとや

る気が出てくるでしょう。

• 小数のわり算も大事な単元です。小数点の移動など手間のかかる計算で

すが、整数のわり算が基礎です。
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 （学力の基礎をきたえどの子も伸ばす研究会）


